
家読（家族読書）の推進 

 

  ＴＶやゲーム、インターネットから離れ、家族読書に取り組むことで、本の楽しさを

知り、家庭生活の過ごし方を充実させる。 

   

１ 目的 

 ・家族と一緒に本に親しむことで、本の楽しさに気づくきっかけ  

をつくる。 

 ・家族でいっしょに本を読む時間を共有することで、読書の楽し

さや大切さを保護者に気づいてもらう。 

 

２ 実施方法（１５分程度） 

 ・家族と一緒に本を読む。親子でも兄弟でもおじいちゃん、おばあ

ちゃんでも誰と読んでもよいこととする。 

 ・保護者が子どもに読んであげる、子どもが読んであげる、交代し

ながら読む、同じ空間で別の本を読む・・・など様々な方法で実施可能とする。 

 ・「家読カード」に記入して提出する。（家読カードの回収は強制しない。） 
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